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レベルソフトウェア記述言語(相互作用記述言語)を提案しているO 本言語は， 3 つの関係記述から構
成されるが，対象ソフトウェア固有の相互作用がある場合，その情報を記述する関係記述が容易に追加
できるために，柔軟性が高いことを示している。
第 5 章では，相互作用記述に基づいて，シミュレーションモデルの変更に伴うソフトウェア変更時に
ユーザを支援する実験システムの構成について言及している。次に，相互作用記述に基づいたシステム
の指示にしたがって，変更に必要な情報をユーザ、から得るだけでソフトウェアの変更が達成されること
を具体例を用いて示している。
第 6 章は結論であり，本研究で得られた諸結果について検討を加えるとともに今後の課題について言
及している。
論文の審査結果の要旨
ソフトウェアの生産性の向上は，単にソフトウェア産業におけるばかりでなく，産業界全体にわたる
問題である。この問題に対し種々の解決策が提案されている中で既存のソフトウェアの再利用は一つ
の有力な手法である O
本論文は，この立場からプログラムの一般性のある変更事項を定式化し，その一般的処理を知識ベー
ス化することによってプログラム再利用のための知的支援システムの一つの構成法を提案し，次のよ
うな成果を上げている。
(1) ソフトウェアの一部を変更する時に発生する相互作用の内容を分析し，これに基づく定式化を行い，
かっ，相互作用に関連する概念を直接的にユーザが記述できる言語を提案し再利用を容易にしている。
(2) 提案された手法は，従来の手法のデモンと比べて記述の抽象化レベルが高く，さらに，記述対象が
明確であるために，従来の知識プログラミングシステムで利用されるアプローチと比較すると，より実
際的である。
(3) 待ち行列シミュレーションを対象分野とする実験システムを構成し，具体的なシミュレーションモ
デルの変更に伴うソフトウェアの変更再利用の実験を通して，本システムの有効性を確認している。
以上のように，本論文はソフトウェア再利用の効率向上に有効なソフトウェア変更支援システムの構
成法について多くの新しい有用な知見を与えており，情報工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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